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ADLの工程・動作に関わる環境因子のチェックリスト(PA-ADL)の開発に関する研究 
- 整容および入浴に関わるチェックリストの整合性の分析 -  
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研究要旨：我々は専門職種が患家に出向くことなく ADL や住環境の評価・生活指導を行
えるよう、在宅生活を把握できる評価項目をマニュアル化し、本マニュアルに沿って介護者
に自宅写真を撮ってもらい、回収した写真から生活を評価する非訪問型の生活評価システ
ム「Photo Assessment(以下、PA)」を開発した（Ishimaru et al,2022）。我々は、通常臨床に
おいて過去に PAを実施した対象者をもとに後方視的に検証し、PA の手順書の作成および
PA で重視すべき環境因子のチェックリストの開発を目的とする。暫定版チェックリストの
作成を目的に、本研究では 1) 暫定版項目群作成、2) デルファイ法を用いたチェックリス
ト項目の検討を実施した。老年精神医学、認知症の経験を有す作業療法士 5 名で認知症に
関連する日常生活及び環境因子に関する先行研究を元に暫定版のチェックリスト(PA-ADL
チェックリスト)を作成した。老年精神医学および認知症の経験を有す研究分担者及び研究
協力者に対して模擬ケースを元に、暫定版 PA-ADL チェックリストの記入を依頼し、項目
の検討を実施した。各項目を詳細に検討した結果、暫定版の PA-ADL チェックリストの改
良を実施した。 
 
Ａ．研究目的 
我々は多職種協働による認知症者の地域
生活支援として、当院の専門外来受診患者
および検査入院患者を対象に自宅訪問によ
る生活指導を行ってきた。しかし、新型コロ
ナウィルス感染拡大の蔓延によって訪問の
延期や自粛など支援活動に著しい制限を受
けたため、認知症者の在宅生活維持には欠
かせない生活機能の評価および介入指導、
安全な生活環境の確保などが滞る事態とな
った。そのため、我々は訪問を行う専門職種
が患家に出向くことなく ADL や住環境の
評価・生活指導を行えるよう、患家の寝室や
トイレなどの各居室、服用している薬の保
管場所、普段使用している生活家電など、在
宅生活を把握できる評価項目をマニュアル
化し、本マニュアルに沿って介護者に自宅
写真を撮ってもらい、回収した写真から生

活を評価する非訪問型の生活評価システム
「Photo Assessment(以下、PA)」を開発し
た（Ishimaru et al,2022）。写真情報は生活評
価の上で非常に重要であることが確認され
た一方で、評価者の職種や経験年数、聞き取
り方や居室写真の着目点の違いによって評
価に差が生じることが考えられた。そこで
初年度は、通常臨床において過去に PA を
実施した対象者をもとに後方視的に検証し、
PAの手順書の作成およびPAで重視すべき
環境因子の暫定版チェックリスト (PA-
ADL チェックリスト)の作成を目的とする。
本資料では、整容および入浴に関わる暫定
版のチェックリストの整合性の分析につい
て記載する。 

 
B. 研究方法 
暫定版チェックリストの作成を目的に、本
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研究では 1) 暫定版項目群作成、2) デルフ
ァイ法を用いたチェックリスト項目の検討
を実施した。 
1. 暫定版項目群の作成 
老年精神医学、認知症の経験を有す作業
療法士 5 名で認知症に関連する日常生活
及び環境因子に関する先行研究を元に暫
定版を作成した。 
2. デルファイ法を用いたチェックリスト

項目の検討 
老年精神医学および認知症の経験を有す
研究分担者及び研究協力者に対して模擬ケ
ースを元に、暫定版 PA-ADL チェックリス
トの記入を依頼し、資料を郵送した。暫定版
PA-ADL チェックリストの各項目について、
各回答者がチェックをつけた/つけていな
い割合を分析し、項目の整合性を確認した。
チェックをつけていない場合を 0、チェッ
クをつけた場合を 1 とし、有効解答のうち
各項目のそれぞれの割合を算出した。各項
目は 0 か 1 に別れるため、いずれか高い値
を用い、一致の割合は 50%-100%の範囲を
示す。一致度が低い項目(50%-60%台)を中
心に再検討し、暫定版 PA-ADLチェックリ
ストの改良を重ねた。 
(倫理面への配慮) 
対象者から当院の包括的同意を得て実施し
たPAの結果をもとに後方視的に検討した。 
 
C. 研究結果 
チェックリストのうち整容と入浴に関し
て分析及び修正を実施した。作成したチェ
ックリスト”整容”は下図に示す。 

 
各項目の一致の割合は、52.94%から 100%
の範囲であった。一致の割合が 50%台であ
った項目は、「目を閉じたまま/手や顔が濡
れたままでも、手が届く範囲に物がある」
(52.94%)であった。一致の割合が 60%台で
あった項目は、「本人用と家族用に物の置き
場所が分けられている」(64.71%)、「整容の
用途別に物の置き場が分けられている」
(64.71%)であった。回答者からは、要確認
事項として「本人用以外の物はどこに置い
ている？」「洗面台のレバー操作での水温、
水量管理操作は可能か？」「整容動作に係る
介助が現時点でどの程度あるか？」「歯ブラ
シがかがみで隠れているのでエラーかるい
か要確認」「手伝ってもらう整容 ADL とそ
の道具」という意見が挙げられた。回答者か
らの不明点として「ひぜそりのミスや出血
などリスク。」「本人用の整容グッズの置き
場所」「歯磨きの頻度、質」「洗顔用品とコッ
プはある？」という意見が挙げられた。 
これらの項目を、「目を閉じたまま/手や顔
が濡れたままでも、手が届く範囲に物があ
る」「整容の用途別に物の置き場が分けられ
ている」の項目は項目意図が伝わりにくい
と判断し削除した。「本人用と家族用に物の
置き場所が分けられている」の項目に加え
て、「本人が使う物の定位置がある」の項目



厚生労働科学研究費補助金（認知症政策研究事業） 
分担研究報告書 

 

44 
 

に関しては、写真情報からはどれが本人用
の物であるかを判別しづらいという判断の
もと項目を削除した。 
 
同様に、作成したチェックリスト”入浴”は
下図に示す。 

 
 各項目の一致の割合は、52.94%から
100%の範囲であった。一致割合が 50%台で
あった項目は、「タオルの置き場所がある」
(58.82%)、「着替えの置き場所がある」
(52.94%)、「シャンプー類にラベル表示があ
る」(58.82%)、「本人用と家族用に物の置き
場所が分けられている」(52.94%)であった。
一致の割合が 60%台であった項目は、「浴室
の扉は外開き/折れ戸である」(64.7%)、「浴
槽の出入りに手すりや手の置き場がある」
(64.7%)であった。 
要確認事項として「片脚立位などのバラン
ス評価」「洗身タオルは写真横のタオルを使
用しているのか？」「お湯の蛇口操作や湯沸
かしボタンの操作は可能か？」「バスマット
は使うときにだしているのか？」という意
見が挙げられた。不明点として「着替え、整
容には介助いるが、入浴は自らしているの
か？声掛け？」「浴室用の照明などスイッチ

の部分がみえない（浴室暖房などついてい
るのかわからない）。」「現時点で立位でのふ
き取りをしているのか？」「浴槽には入るこ
とがあるか？」「手すりの有無」「着替えの置
き場所はどこ？」「浴室出入りの手すりの有
無はアングルからはわかりづらい」「浴槽の
跨ぎは判断しづらい」という意見が挙げら
れた。 
一致度の低さを示した「タオルの置き場所
がある」、「着替えの置き場所がある」、「シ
ャンプー類にラベル表示がある」、の項目は
一致の割合が低かったが、日常臨床では重
要であると考えこれらの項目はそのまま残
すことにした。「洗体道具やシャンプー類に
定位置がある」と「本人用と家族用に物の置
き場所が分けられている」の項目は、写真情
報から定位置と本人の所有物であるかの情
報を判断することが難しいため削除した。
「浴槽の出入りに手すりや手の置き場があ
る」と「浴室の出入りに手すりや手の置き場
がある」の項目は、「浴槽の出入りに手すり
がある」と「浴室の出入りに手すりがある」
と項目の表現を変更した。 
「浴室の扉は外開き/折れ戸である」、の項
目に関しては「浴室の扉は内開きである」に
変更した。 
 
D. 考察 
 今回、専門家で作成した暫定版の PA-
ADL チェックリストを用いて模擬患者を
通して項目の検討を実施した。整容及び入
浴の工程・動作に関わる環境因子に関して、
多くの項目で高い一致割合を示した。しか
し、いくつかの項目において一致度が低い
項目が抽出された。これは、今回用いた模擬
ケースの対象者の実像を想像することが難
しかったため判断が分かれたこと、及び用
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いた写真の画角により、対象項目の内容が
判別しづらかったことが影響していると考
えられた。 
 
E. 結論 
今回作成した暫定版の PA-ADL チェック
リストを用いることで、対象者の日常生活
に関わる環境因子までも評価することがで
き、ADL の改善に役立つことが期待される。
加えて、PA-ADL で確認が難しかった内容
を、実介入の際に確認することで対象者の
ADL の改善に大きく寄与することが考え
られる。また、PA-ADL は専門家に関わら
ず使用できるよう、手順書も綿密に作成し
ているため、認知症に関わる医療・介護の現
場に広く普及できる可能性が考えられる。 
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